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令和６年度 第３回広陵町定例教育委員会 会議 

○ 開会及び閉会 

 

○ 出席委員の議席番号、職名及び氏名 

   (教育長)植村佳央､  １番委員：（教育長職務代理者）松井秀史、  

２番委員：臼井  有香  
 

委員の他、会議に出席した者の職名及び氏名 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

４ 議案（１）後援名義使用許可申請について (「学びを結ぶワークショップ)」) 

○教育長   それでは、議案の最初でございます。まず、「学びを結ぶワークショ

ップ」、畿央大学から出ております。資料は１９から２３ページですね。教育総務課

指導主事、よろしくお願いします。  

○教育総務課指導主事   失礼します。畿央大学からの「学びを結ぶワークショッ

プ」という申請が出ております。今ありましたように、１９ページをご覧ください。

主催者は畿央大学、事業の名称は「学びを結ぶワークショップ」で、事業の概要です

が、学校現場における教育力向上の一助になる活動の一環として、研究所研究員によ

る解説と実践を交えたワークショップを実施、午前と午後の２部制で、午前は小学校

外国語教育におけるワークショップで、外国語活動や外国語を指導する上で意識した

いこと、それぞれの言語活動の指導で留意したいことを確認し、午後は中学校の英語

授業を主眼として、授業構成を検討し、小学校で学んだ内容をスキルとして活用し、

授業体験や実際の生徒パフォーマンス動画などを踏まえて考えるとのことです。  

 開催概要につきましては２０ページにございます。開催日は２０２４年８月７日水

曜日、午前のワークショップは１０時３０分から１２時までで、午後のワークショッ

プは１３時３０分から１５時まで、参加対象者は小中教員です。会場は畿央大学で、

費用は無料、定員は５０名ということでした。２１ページに収支予算書、２３ページ

には役員名簿等が添付されております。以上です。ご審議よろしくお願いします。  

○教育長   ありがとうございました。今、教育総務課指導主事のほうからご説明

ありました、「学びを結ぶワークショップ」ということで、畿央大学のほうで、外国

語指導と英語の授業についてということでありました。これについては何か、どうで

しょうか。ご意見、ご質問等ございましたらよろしくお願いします。  

 特にございませんか。よろしいでしょうか。畿央大学では毎年テーマを決めて、こ

ういうワークショップをされていると思いますので。それでは承認ということでよろ
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しくお願いしたいと思います。  

 

４ 議案（１）後援名義使用許可申請について (｢ＭＯＡ美術館広陵町児童作品展｣) 

○教育長   続きまして、ＭＯＡ美術館広陵町児童作品展の実行委員会より、後援

名義が出ております。これも教育総務課指導主事、よろしくお願いします。  

○教育総務課指導主事   ２４ページ、２５ページをご覧ください。「ＭＯＡ美術

館広陵町児童作品展」実行委員会からの申請です。目的は、子どもたちが自然・環

境・社会、他者との関わりを通して、興味や関心を持つこと。感性を働かせながら、

絵画や書写によって表現することで、情操を養い、豊かな心を育てるということです。  

 作品展は１１月３日日曜日から１１月９日土曜日までの１週間、時間は午前１０時

から午後４時まで、会場は広陵町立図書館です。ご審議よろしくお願いします。  

○教育長   ありがとうございます。このＭＯＡ美術館の広陵町児童作品展につき

ましては、毎年していただいております。毎年大体この時期かちょっと遅い時期です

が、１週間程度、図書館の展示室のほうで展示をされている状況がございます。私も

いつも町長と一緒に挨拶をさせていただいております。特に問題はないかなとは思っ

ておりますが、どうでしょうか。ご質問またはご意見等ございましたらよろしくお願

いします。 

○Ａ委員  結構です。 

○教育長   よろしいでしょうか。皆さん。それでは、これについても承認という

ことで、ありがとうございました。  

 

４ 議案（１）後援名義使用許可申請について  

(体験講座「戦時期の絵本をみんなで分析！歴史とジェンダー｣) 

○教育長   続いて、体験講座「戦時期の絵本をみんなで分析！歴史とジェンダー」

これも畿央大学でございます。２６ページをご参照ください。これも教育総務課指導

主事、よろしくお願いします。  

○教育総務課指導主事   畿央大学より、「戦時期の絵本をみんなで分析！歴史と

ジェンダー」という申請が出ております。２６ページからで、目的は、最先端の研究

を小・中学生に分かりやすく伝えることで、学術や研究の面白さを感じてもらうとの

ことです。講師は森岡伸枝准教授で、参加者が戦時期の絵本の実物に触れて、ジェン

ダーの問題を発見するという講座です。参加対象者は、小学５・６年生と中学生で、

定員は合わせて１５名。  

 開催日時は２０２４年８月１７日の土曜日、午後１時から午後４時２５分までで、

会場は畿央大学です。「ひらめき☆ときめきサイエンス」科研費助成事業ということ

で、参加費は無料となっています。２９、３０ページに配布予定のチラシが添付され

ています。以上です。ご審議よろしくお願いします。  

○教育長   ありがとうございました。これについても、畿央大学のほうから出て

おります。先ほど話がありましたが、戦時期の絵本をみんなで分析をして、歴史的な

部分と、それからジェンダーを考えるということで小・中学生合わせて１５名という

ことになります。これについては町内の子どもたちですか、対象は。  

○教育総務課指導主事  ではないとは思います。  

○教育長  ないんですよね。 

○教育総務課指導主事   はい。いろんなところから来るんじゃないかと思います。  

○教育長   ちょっと気になるのが、後援依頼自体がうちの教育委員会だけなのか

なと思ったので。それでうちの小・中学生対象かなと思ったのですが、ほかは。 

○教育総務課指導主事  聞いてません。 

○教育長  聞いてないんですね。 

○教育総務課指導主事  はい。 

○教育長   そこだけ気になったのですが。委員の皆さん、このことで何か質問と

かご意見ございますでしょうか。  
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○教育総務課指導主事  この前の校長会でもこの件は出てましたんで。 

○教育長  出てましたね。 

○教育総務課指導主事  町内だけかも分かりませんね。そしたら。  

○教育長   恐らくそんな感じかなと思ったのです。１５名なので、そんなに大々

的に募集したらもっと人数が多くなって、断らないといけない状況になるかなと思い

ます。これについて何かご意見、よろしいですか、もう。承認ということで、どうで

しょうか。よろしいでしょうか。いいですか。それじゃ、これについても承認という

ことでよろしくお願いします。  

 

４ 議案（１）後援名義使用許可申請について  

(｢親子で知る。幼児教育・看護医療系職業体験会｣) 

○教育長   続きまして、「親子で知る。幼児教育・看護医療系職業体験会」とい

うことで、大和大学の白鳳短期大学部のほうから出ております。これについても教育

総務課指導主事、よろしくお願いします。  

○教育総務課指導主事   本日４つ目です。３１ページから、西大和学園大和大学

白鳳短期大学部より「親子で知る。幼児教育・看護医療系職業体験会」の後援名義使

用申請です。目的は、進路の多様化が進む中、中学生から幼児教育・看護医療系職業

体験を通して、早期からのキャリア教育や進路選択の参考になるようにする、幼児教

育・看護医療分野の職業への理解促進を図るなどです。  

 開催予定日時は、２０２４年８月２４日土曜日、午後１時から午後４時までで、開

催場所は大和大学白鳳短期大学部、参加対象者は北葛城郡在住の中学生とその保護者

で、参加費は無料です。参加者は傷害保険に加入することになりますが、参加者から

の徴収はなく、主催者が負担するとのことです。３３ページには傷害保険の見積書が

添付されております。ご審議よろしくお願いします。  

○教育長   ありがとうございました。これについてはどうでしょうか。奈良県の

吉田前教育長が、４月からこの白鳳短期大学部に行っておられて、たまたま先日、私

のところへ来ていただいて、このお話をされました。北葛城郡のそれぞれの教育長の

皆さんにも話をされております。  

 一つは、王寺に白鳳短期大学がありますので、将来を見越して、子どもたちに体験

入学でもしてもらえたらどうかということで話をされました。特に問題はないかなと

は思っています。何かご意見、ご質問がございましたらよろしくお願いしたいと思い

ます。 

○Ｂ委員   すみません。この後援名義が５件あって、これ予算書がついてるとこ

ろとついてないところの差って何かあるんですか。  

○教育長  予算書。本来予算書はつけなければならないとは思うんです。  

○Ｂ委員  ついてるのは最初の１件と最後の１件。  

○教育長  ですね。はい。 

○Ｂ委員   それぞれまた提出されているのがバラバラな気がするんですけど。そ

れと、すいません、私が知らないだけで申し訳ないです。ちょっと戻って２５ページ、

ＭＯＡ美術館の協力のお願いのプリントに、例年どおり賞状のご協力を賜りますよう

よろしくお願いいたしますって書いてあるんです。これどういう意味なのかな。  

○教育長   賞状というのは、広陵町長賞、それから教育長賞、そんなのが設定さ

れてるんです。それ以外に、優秀な子どもたちにＭＯＡ本部のほうからＭＯＡ美術館

長賞とか、そんなのがいろいろあるのです。取りあえず広陵町としては、町長賞と教

育長賞があります。絵画とそれから書道と。その関係で、例年どおり賞状に協力って

いうことがそこに書いてあると、そういうことです。  

○Ｂ委員  賞状を用意して、その表彰とかも、選んで。  

○教育長  町長も表彰されるし、私も表彰はしてます。  

○Ｂ委員  そうなんですね。 

○教育長  そういうことです。確かにまずは予算書ですね。  
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○教育総務課指導主事   予算書は、参加費なしとかいうことで。収支が出せない

という場合もあるんです。それで、ゼロゼロでも出さないといけませんかという問合

せがあったこともありました。  

○Ｂ委員   かかる経費、例えば後援されるところとかだったら、教授を呼んでこ

られるとかで経費はかかっているのではないのかなと思ったりはするんですけど。 

○教育長   ただ、その場合は、おそらく大学自体が費用を出していて、だから参

加費無料という。基本的には、参加費５００円とかいうのがあったりしますよね。そ

の５００円の中には、全て子どもに還元するための５００円、例えば材料費であった

りとか、いろいろありますよね。その関係の収支予算書だと思うのです。 

○Ｂ委員  だからゼロの場合は出されないところが多い。  

○教育長  ということですね。 

○教育総務課指導主事   だから特にこの３つ目の「ひらめき☆ときめきサイエン

ス」っていうのは、別のところから科研費助成という形で出てるみたいです。で、子

どもからは費用は徴収しませんということです。 

○Ｂ委員   この保険に対してもそうですね。今言ってる、白鳳さんの保険料は本

人からは徴収しませんってわざわざ言ったんですね。  

○教育長  はい、大学がそれで補塡するというようなことで。  

○Ｂ委員  特に問題がなければそのままで。  

○教育長   そうですね。無料で子どもたちが参加するのはであれば、収支予算自

体がそこに関わらないということで。 

○Ｂ委員  分かりました。 

○教育長   はい、すいません。ほかございませんか。よろしいでしょうか。それ

では、この白鳳短大のほうについても承認ということでお願いします。  

 

４ 議案（１）後援名義使用許可申請について (｢体幹・かけっこ教室｣) 

○教育長   最後です。「体幹・かけっこ教室」、日本トレーニング推進協会、３

４ページをご参照ください。教育総務課指導主事、よろしくお願いします。  

○教育総務課指導主事   最後の申請ということになります。日本トレーニング推

進協会から、「体幹・かけっこ教室」の申請が出ております。３４ページから最後ま

でであります。かけっこ教室を通じて、子どもたちの運動能力向上、健康推進などを

目的としています。 

 開催日時は、令和６年７月２８日の日曜日、午前９時から午後５時までで、開催場

所は王寺町のいずみスクエアです。内容は、体操、走り方チェック、トレーニング等

で、基礎の部分から指導する、とのことです。参加対象者は、北葛城郡の小学生で、

参加費は５００円です。近畿での開催実績が３６ページに掲載されています。３７ペ

ージに収支予算書、３８ページには日本トレーニング協会の履歴事項全部証明書、３

９ページに役員名簿、最後のページには今回のチラシが添付されています。以上です。

ご審議よろしくお願いします。  

○教育長   ありがとうございました。この申請は初めてです。なぜ北葛の子ども

たちが対象なのかが気になったので、辻󠄀先生に問合せをしていただきましたが、３６

ページに開催実績がありますが、大阪の豊中とか吹田とか、それから和歌山の岩出市

とか、その辺が実績あるので、たまたま北葛４町の中でということのようです。  

 開催場所のいずみスクエアについては、先にもう押さえておられたようです。そう

なので、王寺もその辺はあまり気にしていない、この内容で教えてもらうということ

で、いずみスクエアを提供させてもらったということのようです。収支予算書のほう

も、１人５００円の参加費を取ってということですが、基本的には子どもたちに還元

される部分だと思いますので、大丈夫かなと思っております。これについてご質問等

ございますでしょうか。  

○Ａ委員   趣旨はそれでいいと思いますけど、ただ、運動に関することなので、

子どもたちの保険ですね。それがあれば望ましいかなと。はっきりしてれば望ましい
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と思うんですけど。 

○Ｂ委員  ５００円で税込・保険料込みって書いてますね。  

○Ａ委員  そうですか。はい。それやったらいいと思います。  

○教育長   はい、大丈夫ですね。いわゆるスポーツ安全保険か何か入っておられ

るんですかね。よろしいでしょうか。これ承認ということでよろしいでしょうか。あ

りがとうございました。  

 それでは、議案のほうは後援名義の使用許可申請について、５つとも全て承認とい

うことでよろしくお願いしたいと思います。ありがとうございました。  

 


